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令
和
６
年
度
の
県
予
算
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
11
月
25
日
に
、
正
副
会
長

が
村
岡
知
事
及
び
柳
居
県
議
会
議
長

を
訪
問
し
、
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
知
事
室
に
お
い
て
、
中

村
会
長
が
知
事
に
直
接
要
望
書
を
手

交
し
、
「
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的

な
確
保
」
や
「
地
元
企
業
へ
の
優
先

発
注
」
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
行
い

ま
し
た
。
会
談
で
は
、
施
工
時
期
の

平
準
化
や
災
害
対
応
の
ほ
か
、
公
共

事
業
費
の
確
保
に
つ
い
て
も
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
長
応
接
室
に
お
い
て
、

島
田
副
議
長
に
も
同
席
し
て
い
た
だ

き
、
中
村
会
長
が
議
長
に
直
接
要
望

書
を
手
交
し
、
同
様
に
要
望
を
行
い

ま
し
た
。
会
談
で
は
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
担
い
手
確
保
な
ど
に
つ

い
て
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
会
で
は
、
国
事
業
に
お
け
る
諸

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
地

域
の
建
設
業
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、

令
和
６
年
８
月
26
日
に
山
口
河
川
国
道

事
務
所
及
び
山
陰
西
部
国
道
事
務
所
と
、

９
月
２
日
に
中
国
地
方
整
備
局
と
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
協
会
か
ら
は
、
中
村
会
長
を
は

じ
め
副
会
長
、
議
題
提
案
を
行
っ
た

会
員
企
業
が
出
席
し
、
両
事
務
所
か

ら
は
、
所
長
を
は
じ
め
副
所
長
、
関

係
課
長
等
が
出
席
さ
れ
、
ま
た
、
中

国
地
方
整
備
局
か
ら
は
、
企
画
部
長

を
は
じ
め
技
術
調
整
管
理
官
等
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
本
協
会
が
提
出
し
た

議
題
を
中
心
に
様
々
な
事
案
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
国
土
交
通
省
か
ら

は
、
議
題
毎
に
真
摯
な
回
答
が
あ
り
、

ま
た
、
令
和
６
年
入
札
・
契
約
方
針

な
ど
の
情
報
提
供
も
さ
れ
、
有
意
義

な
意
見
交

換
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
建
設
業
協
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
（
会
長
：
檜
山
典
英
（
一
社
）
広

島
県
建
設
工
業
協
会
会
長
、
中
国
５

県
協
会
で
構
成
）
は
、
令
和
６
年
10

月
17
日
、
鳥
取
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
鳥
取
に
お
い
て
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
に
は
、
中
国
各
県
建

設
業
協
会
の
会
長
を
は
じ
め
役
員
、

国
土
交
通
省
本
省
、
中
国
地
方
整
備

局
、
中
国
各
県
及
び
広
島
市
・
岡
山

市
の
行
政
担
当
職
員
、
（
一
社
）
全

国
建
設
業
協
会
の
役
職
員
が
参
加
し
、

建
設
業
界
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
今
後
の
建

設
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
本
協
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
こ

う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
国
・
県
に

対
し
て
要
請
を
行
い
、
地
域
建
設
業

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
６
年
度

 
国
土
交
通
大
臣
表
彰

  （
建
設
事
業
関
係
功
労
）

　

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
６
年
７
月
19
日
、
国
土
交
通

大
臣
表
彰
（
建
設
事
業
関
係
功
労
）

の
表
彰
式
が
東
京
都
の
国
土
交
通
省

共
用
会
議
室
で
行
わ
れ
、
本
協
会
の

八
木
秀
典
岩
国
支
部
長
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
八
木
支
部
長
は
、（
一
社
）
山
口
県

建
設
業
協
会
理
事
及
び
支
部
長
な
ど

の
要
職
を
長
年
に
わ
た
っ
て
歴
任
し
、

地
方
建
設
業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
が
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交

通
大
臣
か
ら
受
賞
者
に
対
し
、
社
会

資
本
整
備
の
各
分
野
で
の
長
年
に
わ

た
る
活
躍
と
こ
れ
ま
で
の
努
力
と
功

績
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
「
地
域

の
守
り
手
」
と
し
て
特
段
の
支
援
と

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

建
設
懇
話
会
を

　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た

　
本
協
会
で
は
、
当
面
す
る
様
々
な
懸

案
事
項
等
に
対
処
す
る
た
め
、
協
会
内

に
常
置
委
員
会
を
設
け
、
議
論
・
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

経
営
・
環
境
、
労
務
・
土
木
、
建

築
・
設
備
の
３
委
員
会
に
お
け
る
協
議

を
経
て
、
総
務
委
員
会
で
県
土
木
建
築

部
へ
の
意
見
、
要
望
等
を
取
り
ま
と
め
、

令
和
７
年
１
月
21
日
の
建
設
懇
話
会
に

お
い
て
、
県
土
木
建
築
部
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
発
注
方
式
の
検
討
、
積

算
・
単
価
等
に
関
す
る
諸
課
題
等
の
意

見
・
要
望
等
に
対
し
、
県
土
木
建
築
部

か
ら
は
真
摯
な
応
答
が
あ
り
、
有
意
義

な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
こ

う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
県
に
対
し
て

要
望
等
を
行
い
、
地
域
建
設
業
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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国
土
交
通
省
と
の

　

意
見
交
換
会
を

　
　
　

   

行
い
ま
し
た

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

　

意
見
交
換
会
に

　
　

参
加
し
ま
し
た


